
る
被
害
甚
大
で
ト
ラ
ッ
ク
島
引
き
揚
げ
開
始
。

同
年
十
一
月
二
十
四
日
、
マ
キ
ン
守
備
隊
玉
砕
。
二
十
五
日
、

タ
ラ
ワ
島
守
備
隊
玉
砕
。

同
年
十
二
月
十
五
日
、
連
合
軍
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
南
岸
の

マ
ー
カ
ス
岬
に
上
陸
。
二
十
六
日
、
連
合
軍
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ

テ
ン
島
西
北
端
ツ
ル
ブ
地
区
上
陸
。
二
十
七
日
、
連
合
軍
機

約
五
〇
機
、
ラ
バ
ウ
ル
来
襲
（
海
軍
戦
闘
機
八
十
五
機
で
迎

撃
）

。

昭
和
十
九
年
一
月
十
日
、
連
合
軍
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
の
航
空

基
地
の
使
用
開
始
。
同
月
中
旬
、
連
合
軍
の
ラ
バ
ウ
ル
空
襲

激
烈
化
。

同
年
一
月
十
五
日
、
連
合
軍
、
ラ
バ
ウ
ル
東
方
二
〇
〇
キ
ロ
の

グ
リ
ー
ン
島
上
陸
。
十
七
日
、
米
機
動
部
隊
、
ト
ラ
ッ
ク
島

大
空
襲
。
三
月
六
日
、
連
合
軍
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
北
岸

の
タ
ラ
セ
ア
に
上
陸
。

同
年
七
月
七
日
、
サ
イ
パ
ン
守
備
隊
玉
砕
。
八
月
二
日
、
テ
ニ

ア
ン
守
備
隊
玉
砕
。
八
月
十
一
日
、
グ
ア
ム
島
玉
砕
。
十
一

月
二
十
三
日
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
地
区
隊
玉
砕
。
十
二
月
二
十
七

日
、
レ
イ
テ
島
決
戦
。

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
一
日
、
硫
黄
島
部
隊
玉
砕
。

連
合
軍
は
要
塞
化
さ
れ
た
海
空
基
地
の
ラ
バ
ウ
ル
を
超
越
し
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
次
々
占
領
し
、
ボ
ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

硫
黄
島
、
そ
し
て
台
湾
を
封
鎖
し
つ
つ
沖
縄
へ
上
陸
し
た
の
は

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
、

同
島
玉
砕
は
六
月
二
十
三
日
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
本
土
は
Ｂ29

の
爆
撃
下
に
あ
り
、
南
方
諸

島
や
ラ
バ
ウ
ル
の
陸
海
空
軍
は
包
囲
下
の
う
ち
、
飢
餓
と
病
苦

の
う
ち
に
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

海
戦
に
生
き
抜
い
た

看
護
、
衛
生
勤
務
　 

静
岡
県
　
森
田
久
吉
　 

私
の
海
軍
軍
歴
の
概
要

昭
和
十
四
年
六
月
一
日
、
横
須
賀
海
兵
団
に
入
団
、
四
ヵ
月

の
厳
し
い
新
兵
教
育
を
受
け
、
同
年
十
一
月
海
軍
三
等
看
護
兵



と
な
る
。
実
技
修
得
の
た
め
横
須
賀
海
軍
病
院
で
半
年
勉
強
、

昭
和
十
五
年
実
施
部
隊
配
属
、
水
上
機
母
艦
（
排
水
量
一
〇
九

二
九
ト
ン
）
に
乗
艦
、
艦
船
勤
務
と
な
っ
た
。

軍
医
長
以
下
八
人
（
乗
組
員
一
％
）

、
入
室
患
者
一
人
も
な

く
医
務
の
成
績
は
上
々
だ
っ
た
。
本
艦
は
第
一
艦
隊
第
七
航
空

戦
隊
で
あ
り
、
南
洋
方
面
行
動
、
そ
の
秋
、
横
浜
沖
大
観
艦
式

に
参
加
し
た
。

同
年
十
二
月
十
日
、
横
須
賀
出
港
、
南
支
沿
岸
、
海
南
島
、

仏
印
方
面
お
よ
び
シ
ャ
ム
湾
近
海
警
備
な
ど
を
三
ヵ
月
間
、
厳

し
い
艦
隊
訓
練
や
基
地
訓
練
を
行
い
つ
つ
、
昭
和
十
六
年
十
一

月
一
日
呉
軍
港
に
入
港
し
、
内
地
へ
帰
還
し
た
。
十
一
月
二
十

四
日
、
同
港
を
出
港
、
寺
島
水
道
を
経
て
十
二
月
二
日
パ
ラ
オ

入
港
、
待
機
（
開
戦
）

。

本
艦
は
比
島
部
隊
に
属
し
、
重
巡
洋
艦
、
軽
巡
洋
艦
、
空
母
、

駆
逐
艦
、
水
雷
艇
お
よ
び
特
務
艦
を
含
め
六
十
数
隻
、
ア
バ
リ
、

ヴ
ィ
ガ
ン
、
バ
タ
ア
ン
、
レ
ガ
ス
ピ
ー
、
ダ
バ
オ
付
近
の
洋
上

が
任
務
で
あ
っ
た
。
十
二
月
八
日
、
当
部
隊
は
比
島
攻
略
を
目

的
と
し
て
レ
ガ
ス
ピ
ー
作
戦
、
ラ
モ
ン
湾
上
陸
作
戦
か
ら
始
ま

り
、
メ
ナ
ド
、
ケ
ン
ダ
リ
ー
、
ア
ン
ボ
ン
、
マ
カ
ッ
サ
ル
、
ク
ー

パ
ン
作
戦
な
ど
連
戦
連
勝
、

わ
が
軍
の
損
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
。

三
月
の
初
め
ス
ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
に
参
加
し
戦
果
を
上
げ
、
三
月

の
末
、
横
須
賀
港
に
入
港
、
ド
ッ
ク
入
り
。

昭
和
十
七
年
五
月
初
め
、
次
期
作
戦
の
戦
隊
に
合
流
の
た
め

出
港
、
航
行
中
敵
潜
水
艦
の
雷
撃
を
受
け
沈
没
、
味
方
艦
船
に

収
容
さ
れ
横
須
賀
海
兵
団
へ
。

昭
和
十
八
年
四
月
、
第
六
駆
逐
隊
、
駆
逐
艦
「
雷
」
に
乗
艦
、

前
年
水
上
機
母
艦
を
退
去
し
た
機
関
中
尉
と
一
緒
に
な
る
。

七
月
、
横
須
賀
海
軍
病
院
高
等
科
練
習
生
、
十
一
月
卒
業
。

野
比
海
軍
病
院
勤
務
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
戸
塚
衛
生
学
校
普
通
科
練
習
生
教
育

（
特
志
練
習
生
、
一
期
生
含
む
朝
鮮
、
台
湾
兵
）

。

昭
和
二
十
年
五
月
、
第
十
六
突
撃
隊
本
部
（
下
田
）
勤
務
。

昭
和
二
十
年
九
月
、
復
員
。

参

戦

昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
午
後
一
時
、
目
的
地
へ
向
け
航
行

中
、
艦
長
訓
示
あ
り
。
そ
の
な
か
で
「
我
ら
は
目
的
完
遂
の
た

め
針
路
を
取
っ
て
い
る
。
お
の
お
の
部
署
に
お
い
て
、
全
力
を

挙
げ
て
日
ご
ろ
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
せ
ら
れ
た
し
」

と
あ
っ



た
。
そ
の
夜
は
デ
ッ
キ
で
待
機
の
ご
ろ
寝
。
翌
朝
、
白
む
こ
ろ
、

陸
戦
部
隊
員
上
陸
準
備
、
艦
は
ラ
モ
ン
湾
目
指
し
進
行
中
偵
察

機
を
出
し
索
敵
、
異
常
な
し
。

上
陸
部
隊
は
小
艇
を
降
ろ
す
も
波
が
荒
く
、
接
岸
で
き
そ
う

も
な
い
。
潮
を
待
て
ば
作
戦
が
遅
れ
る
の
で
や
む
な
く
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
「
ビ
ラ
フ
」
に
決
死
隊
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
す

で
に
出
て
い
る
の
で
た
だ
一
隻
し
か
で
な
い
。
看
護
兵
も
一
人

加
わ
り
私
が
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
若
干
胸
騒
ぎ
が
し
た
が
急

ぎ
支
度
し
飛
び
乗
る
。
砂
浜
目
が
け
て
進
む
。
ビ
ラ
フ
は
作
戦

場
所
よ
り
少
し
離
れ
て
い
る
が
飛
行
機
の
援
護
と
相
ま
っ
て
上

陸
に
成
功
、
基
地
の
獲
得
が
で
き
る
。
ま
も
な
く
陸
戦
部
隊
が

続
々
上
陸
し
作
戦
は
遅
れ
る
こ
と
な
く
成
功
し
た
。
し
ょ
っ
ぱ

い
飯
を
頬
張
り
、

や
が
て
本
艦
に
戻
る
。

機
先
を
制
し
戦
果
上
々
。

昭
和
十
七
年
一
月
、
メ
ナ
ド
作
戦
に
入
る
。
飛
行
機
の
援
護

作
戦
中
、
戦
争
の
悲
惨
さ
に
開
戦
以
来
初
め
て
ぶ
つ
か
っ
た
。

わ
が
軍
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
部
隊
、
目
的
地
降
下
の
た
め
輸
送
機

で
飛
行
中
被
弾
、
機
首
部
よ
り
黒
煙
を
吐
き
、
機
首
を
下
げ
墜

落
態
勢
、
先
に
飛
び
下
り
た
人
は
ま
ず
ま
ず
で
遅
れ
た
人
は
地

上
と
の
距
離
が
少
な
く
、
地
面
に
強
く
当
た
り
負
傷
ま
た
は
死

亡
す
る
。
負
傷
者
が
運
び
込
ま
れ
、
そ
の
顔
々
、
皮
膚
は
な
ぎ

取
ら
れ
目
鼻
は
飛
び
、
顔
中
血
だ
ら
け
。
ち
ょ
う
ど
、
骸
骨
が

血
を
流
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
あ
る
者
は
驚
き
で
「
ア
ッ
」

と
叫
ん
だ
か
、
口
の
中
が
火
傷
で
焼
け
た
だ
れ
唾
液
が
だ
ら
だ

ら
出
っ
ぱ
な
し
。
顔
も
真
っ
黒
、
足
を
小
刻
み
に
動
か
し
て
い

る
。
続
々
収
容
さ
れ
る
。
治
療
を
施
す
が
、
戦
い
の
敗
者
の
姿

は
ひ
ど
く
惨
め
だ
っ
た
。
仇
敵
は
必
ず
と
誓
い
、
次
の
作
戦
に

向
か
っ
た
。

メ
ナ
ド
作
戦
中
、
僚
機
と
共
に
母
艦
を
飛
び
立
ち
作
戦
援
護

に
出
撃
。
敵
機
発
見
、
交
戦
、
こ
れ
を
撃
退
し
帰
途
中
に
中
尉

搭
乗
機
は
燃
料
切
れ
で
や
む
な
く
海
岸
の
砂
浜
に
着
陸
を
目
指

し
機
首
を
下
げ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
海
岸
の
砂
浜
に
は
子
供

が
遊
ん
で
い
た
の
で
こ
れ
を
避
け
て
旋
回
し
砂
浜
の
終
わ
り
に

近
い
と
こ
ろ
へ
着
陸
。
勢
い
余
っ
て
椰
子
に
翼
が
当
た
っ
て
止

ま
っ
た
。
急
い
で
飛
行
機
を
降
り
離
れ
た
と
こ
ろ
に
座
り
こ
む

と
右
足
が
痛
む
（
骨
折
な
し
打
撲
そ
の
他
擦
過
傷
）
。
マ
フ
ラ
ー

を
裂
き
傷
へ
巻
き
つ
け
て
か
ら
一
息
つ
く
。

さ
て
こ
れ
か
ら
ど
っ

ち
へ
行
く
か
。
幸
い
飛
行
服
に
航
空
地
図
が
入
っ
て
い
る
。
西

の
方
向
に
陸
軍
の
基
地
が
あ
る
こ
と
は
上
空
で
分
か
っ
て
い
た
。



そ
の
基
地
に
向
か
い
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
歩
き
始
め
た
。
夜

に
な
り
木
の
根
本
に
寄
り
か
か
り
目
を
閉
じ
う
と
う
と
と
す
る
。

し
ば
ら
く
す
る
と
顔
を
何
か
が
な
で
る
。
は
っ
と
す
る
と
、

カ
メ
レ
オ
ン
だ
。
気
持
が
悪
く
な
り
そ
こ
を
離
れ
、
休
み
休
み

星
を
見
な
が
ら
夜
中
歩
く
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
夜
が
明
け

る
。
陽
差
し
が
強
く
な
る
の
で
喉
が
渇
く
が
、
や
た
ら
の
水
は

危
険
で
飲
め
な
い
。
我
慢
し
て
歩
く
が
喉
が
痛
む
。
帽
子
の
内

側
に
つ
く
汗
を
舐
め
な
が
ら
ま
た
歩
く
。

な
る
べ
く
日
陰
を
狙
っ

て
歩
く
も
三
日
目
に
は
汗
も
で
な
い
。
喉
が
か
ら
か
ら
に
な
る
。

つ
い
に
少
し
は
出
る
小
便
を
手
に
た
め
、
そ
れ
を
飲
ん
だ
。

ま
た
ぽ
つ
ぽ
つ
歩
き
、
そ
の
日
も
陽
が
だ
い
ぶ
下
が
っ
た
。

疲
れ
が
ど
っ
と
き
た
の
で
木
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
と
眠
く
な

り
、
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
と
何
と
な
く
人
の
気
配
が
す
る
。
は
っ

と
し
夢
中
で
そ
の
方
向
に
歩
く
。
空
耳
だ
っ
た
か
と
そ
こ
に
座

り
こ
ん
だ
。
夕
方
近
く
に
な
り
眠
り
か
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
を

陸
軍
基
地
の
哨
兵
に
見
つ
け
ら
れ
基
地
へ
収
容
さ
れ
た
。
ほ
ん

と
う
に
神
様
、
仏
様
の
お
陰
と
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
た
。
基
地

の
人
の
手
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
、
足
の
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
消

え
、
体
力
も
回
復
し
、
あ
の
苦
し
さ
は
夢
の
よ
う
だ
っ
た
と
基

地
の
人
び
と
に
感
謝
し
、
同
基
地
の
船
便
で
帰
艦
し
た
。

艦
長
以
下
全
員
に
よ
く
頑
張
っ
た
と
喜
ば
れ
早
速
医
務
室
へ

診
察
を
受
け
に
行
っ
た
。「
あ
れ
を
飲
ん
だ
ぞ
」
と
同
年
輩
の

軍
医
中
尉
に
話
す
と
、
軍
医
中
尉
は
苦
笑
い
し
た
。

一
月
二
十
一
日
、
ケ
ン
ダ
リ
ー
作
戦
。
二
十
九
日
、
ア
ン
ボ

ン
作
戦
。
二
月
六
日
、
マ
カ
ッ
サ
ル
攻
略
支
援
。
二
月
十
二
日
、

ス
タ
ー
リ
ン
グ
湾
入
港
、
ク
ー
パ
ン
作
戦
に
備
え
る
。

二
月
十
七
日
、
ク
ー
パ
ン
作
戦
、
支
援
作
戦
が
終
わ
り
、
同

月
二
十
七
日
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
湾
出
港
。
三
月
初
め
こ
ろ
、
ス

ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
従
事
、
お
の
お
の
の
作
戦
は
敵
の
出
端
を
く
じ

き
、
無
血
の
状
態
に
近
い
成
果
で
一
次
作
戦
を
終
わ
り
、
三
月

二
十
九
日
横
須
賀
に
入
港
と
な
る
。

昭
和
十
七
年
五
月
初
め
、
午
後
二
時
の
出
港
予
定
が
遅
れ
、

四
時
出
港
の
ラ
ッ
パ
も
勇
ま
し
く
勇
躍
母
港
を
出
港
し
た
。
行

路
は
伊
豆
大
島
の
内
側
を
通
る
と
聞
く
。
医
務
室
で
書
類
の
整

理
、
片
づ
け
を
終
わ
り
、
日
没
前
な
の
で
上
甲
板
艦
橋
の
下
の

と
こ
ろ
に
出
て
、
伊
豆
半
島
の
見
え
る
の
を
期
待
し
、
し
ば
ら

く
し
て
か
ら
望
遠
鏡
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
自
分
の

村
の
海
岸
、
そ
し
て
自
分
の
家
の
屋
根
、
ま
た
そ
の
横
の
松
林



が
確
認
で
き
た
。
静
か
に
瞑
目
し
故
郷
の
氏
神
に
武
運
を
祈
っ

た
。
下
甲
板
の
医
務
室
に
降
り
る
と
、
艦
内
は
い
つ
も
と
変
わ

り
な
く
普
通
だ
っ
た
。
異
常
な
し
か
と
自
答
し
、
班
長
さ
ん
の

方
を
見
る
と
、
た
だ
黙
々
と
机
に
向
か
い
、
時
折
、
机
の
引
き

出
し
の
中
へ
目
を
落
と
し
考
え
事
を
し
て
い
た
。

艦
は
出
港
と
同
時
に
戦
闘
配
備
に
な
る
。
寝
台
は
使
わ
ず

（
普
通
は
三
段
ベ
ッ
ド
）
甲
板
へ
カ
ン
バ
ス
（
シ
ー
ト
）
を
敷

き
、
そ
の
上
に
ご
ろ
寝
、
や
が
て
夜
も
更
け
る
。
風
も
な
く
静

か
な
波
な
の
で
艦
の
動
揺
も
少
な
か
っ
た
。
ど
の
く
ら
い
眠
っ

た
か
、
突
如
「
タ
カ
タ
カ
タ
ッ
タ
ー
」
と
配
置
に
つ
け
の
け
た

た
ま
し
い
ラ
ッ
パ
の
音
、
同
時
に
緊
急
ブ
ザ
ー
が
異
様
な
音
を

た
て
艦
内
に
流
れ
た
。
そ
れ
！
敵
襲
だ
、
潜
水
艦
だ
、
雷
撃
だ
、

と
思
う
間
も
な
く
「
ド
カ
ン
」
と
大
衝
撃
が
あ
っ
た
。
そ
れ
！

と
服
装
を
整
え
懐
中
電
灯
を
探
し
取
る
。
と
た
ん
に
ス
ー
ッ
と

電
気
が
消
え
た
。
消
毒
し
た
治
療
用
具
の
入
っ
た
ケ
ッ
テ
ル
を

片
手
に
救
急
薬
品
入
れ
を
肩
に
上
甲
板
に
急
い
で
出
た
。

真
っ
黒
い
顔
や
手
を
し
た
兵
員
が
上
が
っ
て
く
る
。
火
傷
だ
。

薬
品
が
少
な
い
の
で
急
ぎ
医
務
室
へ
戻
り
、
か
き
集
め
上
甲
板

へ
上
が
る
。
上
が
る
と
同
時
に
ハ
ッ
チ
を
閉
め
ら
れ
る
。
空
気

の
侵
入
を
防
ぎ
災
禍
を
止
め
る
。
そ
う
す
る
と
中
部
、
後
部
よ

り
上
が
っ
て
く
る
兵
員
は
、
出
て
い
る
顔
や
手
が
皆
真
っ
黒
、

痛
み
を
こ
ら
え
て
い
る
。
手
の
甲
に
さ
わ
る
と
皮
が
つ
る
っ
と

剥
げ
る
。
も
う
剥
げ
て
い
る
人
も
い
る
。
第
一
関
節
の
先
だ
け

焼
け
残
る
。
傾
い
た
半
月
の
光
、
薄
明
の
上
甲
板
で
の
処
置
、

機
器
類
不
足
、
手
で
そ
の
皮
を
ち
ぎ
る
も
半
焼
け
の
と
こ
ろ
で

は
う
ま
く
切
れ
な
い
。
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
膏
剤
、
油
剤
を
ガ
ー

ゼ
等
に
塗
布
、
患
部
へ
繃
帯
、
仮
繃
帯（
顔
の
形
の
よ
う
に
ガ
ー

ゼ
な
ど
を
使
い
、
目
鼻
口
な
ど
穴
を
あ
け
、
そ
れ
に
薬
品
塗
布
、

顔
全
体
の
火
傷
等
に
応
用
す
る
）
も
利
用
し
、
た
だ
夢
中
の
応

急
治
療
で
、
三
十
数
人
ま
で
は
覚
え
て
い
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
艦
の
区
画
に
海
水
の
侵
入
が
激
し
く
な
り
、

傾
い
た
左
舷
に
打
つ
波
は
不
気
味
。
中
甲
板
よ
り
上
甲
板
へ
燃

え
る
火
災
は
ま
す
ま
す
強
く
黒
い
。
上
甲
板
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

が
薄
赤
く
フ
ラ
イ
パ
ン
の
よ
う
だ
。
飛
行
甲
板
に
繋
ぎ
止
め
て

あ
る
零
式
水
偵
が
一
機
、
ま
た
一
機
と
無
残
に
異
様
な
音
と
と

も
に
海
中
に
沈
ん
で
い
っ
た
。

応
急
治
療
が
だ
い
た
い
終
わ
り
、
後
部
配
置
へ
行
く
。
昇
降

口
か
ら
下
を
照
ら
す
と
負
傷
者
一
人
発
見
、
引
き
上
げ
治
療
す



る
。
ま
も
な
く
総
員
退
去
の
艦
長
の
命
令
が
あ
り
、
最
後
の
時

が
き
た
。
各
科
分
隊
は
患
者
を
先
に
降
ろ
し
、
重
患
は
ボ
ー
ト

へ
。
ち
ょ
っ
と
外
せ
ば
浮
か
ぶ
よ
う
に
す
る
。
丸
太
や
角
材
、

足
場
板
、
ブ
イ
、
浮
か
ぶ
物
は
何
で
も
投
下
し
た
。
後
部
の
同

僚
を
待
た
せ
、
傾
い
た
甲
板
を
走
り
、
前
部
の
軍
医
長
以
下
の

様
子
を
見
に
行
く
。
既
に
泳
い
で
い
て
、
早
く
こ
い
と
の
声
を

後
に
後
部
に
向
か
う
。
途
中
班
長
さ
ん
に
会
う
。
彼
は
ち
ょ
っ

と
待
て
と
戻
る
。
自
分
は
泳
げ
な
い
同
僚
が
待
っ
て
い
る
、
先

に
行
き
ま
す
と
後
部
へ
急
い
だ
。
同
僚
は
右
往
左
往
し
て
待
っ

て
い
た
。

先
に
降
り
る
か
ら
ロ
ー
プ
に
伝
わ
り
降
り
て
く
る
よ
う
に
と

話
し
、
軍
服
を
脱
ぎ
、
艦
に
過
去
の
お
世
話
を
感
謝
し
、
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
飛
び
下
り
た
。
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
丸
太
を
拾

い
近
寄
り
、
下
か
ら
同
僚
に
「
降
り
て
こ
い
」
と
叫
ぶ
。
な
か

な
か
降
り
て
こ
な
い
の
で
今
度
は
「
降
り
て
こ
な
い
と
置
い
て

い
く
ぞ
一
」
と
叫
ぶ
。
聞
こ
え
た
の
か
、
ロ
ー
プ
を
伝
わ
り
な

が
ら
ド
ボ
ン
と
落
ち
て
き
た
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
丸
太

を
押
し
な
が
ら
待
っ
て
い
る
と
、
い
っ
と
き
プ
カ
ッ
と
出
て
き

た
。
軍
服
の
襟
を
■
み
上
げ
、
素
早
く
丸
太
を
差
し
出
し
、
■

ま
ら
せ
た
。
溺
れ
る
者
は
藁
を
も
で
丸
太
に
乗
ろ
う
と
す
る
も

無
理
。
し
か
し
、
急
い
で
舷
側
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
生
懸
命
引
っ
張
る
が
進
ま
な
い
。
同
僚
は
■
ま
っ
て
い
る
だ

け
で
足
を
ば
た
ば
た
や
れ
と
怒
り
怒
り
引
っ
張
る
。
気
は
あ
せ

る
。
そ
の
う
ち
少
し
ず
つ
進
み
、
人
の
声
の
す
る
方
へ
よ
う
や

く
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
進
ん
だ
。
振
り
返
る
と
本
艦
は
艦
首

を
大
空
に
突
き
上
げ
て
沈
没
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
黙
祷
し
目

を
開
け
る
と
、
そ
の
瞬
間
サ
ァ
ー
と
沈
ん
で
い
っ
た
。

薄
暗
の
中
、
点
々
と
泳
い
で
い
る
人
の
方
へ
行
き
丸
太
な
ど

縛
り
合
わ
せ
筏
に
し
て
■
ま
っ
て
い
た
。「
皆
声
を
出
せ
、
眠

る
な
」
と
互
い
に
声
を
か
け
合
う
。
自
分
は
疲
れ
て
く
た
く
た

だ
が
、
手
を
組
み
合
わ
せ
懸
命
に
■
ま
っ
て
い
た
。
夜
が
白
む

こ
ろ
潮
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
の
か
冷
た
い
。
よ
け
い
に
元
気
が

な
く
な
る
。
体
温
の
消
失
、
肌
着
の
薄
い
人
、
ま
た
は
な
い
人

は
、
だ
ん
だ
ん
疲
れ
眠
く
な
る
。
手
が
緩
み
今
ま
で
隣
に
い
た

人
も
知
ら
ぬ
間
に
い
な
く
な
る
。

朝
日
が
昇
り
始
め
る
こ
ろ
、
重
巡
二
隻
、
駆
逐
艦
が
見
え
た
。

日
が
少
し
高
く
な
っ
た
こ
ろ
、
重
巡
一
隻
停
止
、
そ
の
周
囲
を

駆
逐
艦
が
警
戒
し
爆
雷
を
落
と
し
た
。
重
巡
洋
艦
の
内
火
艇



（
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
ボ
ー
ト
、
上
陸
時
使
用
、
あ
る
い
は
停
泊

中
陸
上
と
の
定
期
便
に
使
う
小
艇
）
に
次
々
収
容
さ
れ
、
自
分

た
ち
は
仲
間
が
大
勢
だ
っ
た
の
で
一
番
最
後
に
拾
わ
れ
た
。
内

火
艇
の
マ
フ
ラ
ー
に
触
る
が
熱
さ
を
感
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
時

八
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
班
長
さ
ん
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
「
待

て
」
が
別
れ
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
班
長
さ
ん
、
そ
し
て
艦
と

共
に
逝
っ
た
人
び
と
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

同
乗
の
機
関
中
尉
さ
ん
は
、
そ
の
後
駆
逐
艦
に
乗
っ
た
が
、

半
年
後
、
私
も
そ
の
駆
逐
艦
に
乗
り
合
わ
せ
、
回
顧
し
、
ま
た

共
に
進
級
。
そ
れ
ぞ
れ
専
門
学
校
入
学
の
た
め
の
退
艦
も
同
日

と
い
う
奇
縁
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
駆
逐
艦
は
ス
ラ
バ

ヤ
攻
略
戦
に
同
行
し
、
同
沖
海
戦
で
敵
甲
巡
を
魚
雷
攻
撃
で
沈

め
た
艦
で
あ
る
。

ス
ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
（
怪
我
の
功
名
）
に
つ
い
て
、
同
じ
行
動

し
た
駆
逐
艦
の
戦
果
を
、
一
年
後
、
こ
の
艦
に
乗
り
状
況
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
十
七
年
一
月
十
一
日
、
バ
ン
カ
泊
地
入
港
、
待
機
中
の

昼
食
の
時
に
突
然
機
銃
攻
撃
の
音
が
す
る
。
そ
の
う
ち
ブ
ウ
ー

ン
と
敵
の
双
胴
機
（
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ39

）
五
機
が
低
空
で
や
っ

て
き
て
、
停
泊
中
の
艦
と
艦
と
の
間
に
爆
弾
を
落
と
し
て
い
っ

た
。
照
準
が
狂
っ
た
の
か
、
本
艦
も
次
の
艦
も
無
事
。
し
か
し
、

最
後
に
重
巡
が
一
隻
、
前
部
主
砲
お
よ
び
甲
板
を
突
き
抜
け
兵

員
室
へ
。
負
傷
兵
が
大
分
出
た
の
で
こ
れ
で
は
戦
い
に
な
ら
ん

と
急
速
、
内
地
呉
港
に
向
か
っ
た
。

二
月
二
十
五
日
ご
ろ
ス
ラ
バ
ヤ
攻
略
に
向
か
う
。
わ
が
方
は

船
団
（
陸
軍
兵
乗
船
）
を
護
衛
し
な
が
ら
進
む
。
三
月
初
め
、

敵
四
ヵ
国
合
同
艦
隊
と
遭
遇
、
ス
ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
と
な
る
。
敵

の
砲
弾
は
味
方
の
艦
の
周
辺
に
届
く
。
水
柱
が
上
が
っ
た
の
で

急
ぎ
船
団
に
一
部
護
衛
を
つ
け
後
退
さ
せ
、
残
り
は
攻
撃
に
入

る
も
水
雷
戦
隊
は
砲
が
小
さ
く
敵
艦
隊
に
届
か
な
い
。
蛇
行
な

ど
し
、
時
を
稼
ぐ
。
わ
が
方
苦
戦
と
電
報
を
打
つ
。

そ
の
電
報
を
受
け
た
の
は
、
一
月
、
爆
弾
を
受
け
呉
港
に
帰

り
、
整
備
し
南
下
中
の
重
巡
で
あ
る
。
急
ぎ
全
速
で
南
下
し
て

き
た
。
ち
ょ
う
ど
よ
く
、
敵
の
背
後
に
位
置
し
て
砲
弾
を
浴
び

せ
た
。
敵
は
砲
弾
が
大
き
い
の
で
日
本
の
主
力
艦
隊
が
き
た
と

思
い
「
そ
れ
っ
」
と
砲
身
を
反
対
側
に
向
け
、
重
巡
に
一
斉
攻

撃
を
掛
け
て
き
た
。
時
刻
も
夕
方
に
な
る
と
水
雷
戦
隊
へ
の
砲

撃
の
手
が
緩
む
。
こ
こ
ぞ
と
肉
薄
、
魚
雷
攻
撃
を
す
る
。
敵
の



四
つ
の
艦
隊
は
挟
み
撃
ち
と
な
っ
た
の
で
、
体
形
が
崩
れ
支
離

滅
裂
に
な
り
、
遁
走
し
て
し
ま
っ
た
。
本
艦
は
敵
重
巡
洋
艦
を

沈
め
た
。
わ
が
重
巡
洋
艦
の
敵
の
背
後
攻
め
が
効
を
奏
し
た
。

船
団
は
無
事
で
、
上
陸
作
戦
は
上
々
で
あ
っ
た
。

な
お
こ
の
海
戦
に
参
加
し
た
水
雷
戦
隊
は
、
そ
の
中
の
一
駆

逐
艦
は
砲
身
が
真
っ
赤
に
な
る
ほ
ど
撃
ち
合
い
、
奮
戦
中
被
弾

し
、
艦
首
を
破
壊
さ
れ
、
前
部
が
四
角
に
な
る
も
健
闘
し
た
が

沈
ま
ず
。
海
戦
が
終
わ
り
バ
ン
カ
泊
地
へ
向
か
う
。
艦
首
が
な

く
な
っ
て
い
る
か
ら
波
を
押
し
分
け
る
の
で
な
く
、
押
し
返
す
。

し
ぶ
き
を
高
く
上
げ
進
む
さ
ま
の
凱
旋
を
遠
く
か
ら
見
て
、
よ

く
戦
え
り
と
拍
手
を
贈
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
艦
も
そ
の
後
修

理
し
て
出
撃
、
第
三
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
で
艦
歴
は
終
わ
っ
た
。

戦
後
の
邂
逅
に
つ
い
て

水
上
機
母
艦
を
退
去
し
、
時
流
れ
て
五
十
余
年
、
当
艦
残
存

者
の
一
代
表
の
音
頭
で
、
同
艦
「
偲
ぶ
会
」
の
集
会
（
六
回
目
）

が
あ
っ
た
。
平
成
五
年
五
月
一
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
の
で
、

出
席
し
た
。

ど
の
人
の
顔
を
見
て
も
年
月
を
経
て
の
変
わ
り
よ
う
、
自
己

紹
介
で
や
っ
と
わ
か
る
。
そ
ん
な
中
で
開
会
。
自
分
も
当
時
の

配
置
な
ど
含
め
現
況
を
話
し
た
。

乾
杯
が
終
わ
っ
た
後
、
も
と
機
関
長
が
側
に
き
て
「
お
前
が

探
し
に
き
て
『
誰
か
い
な
い
か
』
と
い
う
あ
の
声
は
、
い
ま
も

頭
の
中
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
お
陰
で
現
在
の
俺
が
あ
る
」
と

言
い
、
握
手
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
手
を
見
れ
ば
治
療
の
跡
が

浅
黒
く
、
片
方
の
耳
は
火
傷
で
変
形
し
て
い
る
。
あ
あ
そ
う
か

と
当
時
が
思
い
出
さ
れ
て
き
た
。
振
り
返
る
と
、
あ
の
時
の
自

分
た
ち
は
上
甲
板
で
の
治
療
が
大
体
終
わ
り
、
後
部
昇
降
口
に

行
き
懐
中
電
灯
を
照
ら
し
な
が
ら
「
誰
か
い
な
い
か
」
と
大
声

を
か
け
た
。
聞
き
入
る
と
、
う
め
き
声
が
し
た
よ
う
な
気
が
し

た
の
で
誰
か
い
る
ぞ
、
と
思
い
な
が
ら
降
り
て
い
く
。
暗
闇
の

中
で
真
っ
黒
い
手
、
顔
、
作
業
衣
は
重
油
を
浴
び
て
か
、
真
っ

黒
に
な
っ
た
人
が
い
た
。

彼
は
中
甲
板
か
ら
這
い
上
が
り
、
も
う
一
甲
板
上
が
ら
ね
ば

と
思
う
が
、
力
尽
き
て
か
上
が
れ
な
い
。
も
う
、
ど
う
に
で
も

な
れ
や
と
横
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
「
誰
か
い
な
い
か
」

の
声
に
「
お
一
い
」
と
答
え
た
と
い
う
。
引
き
上
げ
の
応
援
を

頼
み
上
甲
板
へ
、
火
傷
の
手
、
顔
、
仮
面
帯
の
治
療
を
し
た
。

総
員
退
去
の
時
は
同
僚
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
泳
ぐ
。
途
中
、
仮



面
帯
が
ず
れ
、
邪
魔
に
な
り
外
し
た
と
い
う
。
数
多
く
の
人
の

治
療
を
し
た
が
五
十
余
年
ぶ
り
、
初
め
て
患
者
に
会
っ
た
。
八

時
間
あ
ま
り
泳
ぎ
、
冷
潮
に
堪
え
て
収
容
さ
れ
た
が
、
そ
の
間

に
力
尽
き
た
者
も
多
い
。
ま
た
、
雷
撃
直
後
、
懐
中
電
灯
を
探

し
得
た
こ
と
が
、

治
療
等
全
て
好
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

思
え
ば
生
死
は
紙
一
重
で
あ
っ
た
。

自
分
は
一
看
護
手
と
し
て
海
軍
に
籍
を
置
き
、
大
東
亜
（
太

平
洋
）
戦
緒
戦
か
ら
多
く
の
仲
間
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
自
分
も
生
き
還
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
感
無
量
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
苦
闘
記

佐
世
保
第
五
特
別
陸
戦
隊
　 

高
知
県
　
岡
田
浩
揮
　 

戦
後
五
十
余
年
を
経
過
し
、
私
も
大
正
十
年
生
ま
れ
で
あ
る

の
で
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
戦
記
と
し
て
、
佐
世
保
鎮
守
府
第
五

特
別
陸
戦
隊
の
戦
闘
体
験
を
執
筆
す
る
に
当
た
り
、
巻
頭
に
、

謹
み
て
護
国
の
た
め
の
、
瘴
癘
蕃
雨
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
、

あ
る
い
は
南
溟
の
果
て
、
は
た
ま
た
紺
碧
の
大
空
に
散
華
さ
れ

た
、
幾
多
の
同
胞
の
御
冥
福
を
祈
る
と
共
に
、
我
々
は
、
再
び

戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、
真
の
世
界
平
和
が
一
日

も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。

我
々
が
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
の
ラ
バ
ウ
ル
か
ら
、
イ
号
潜

水
艦
に
よ
り
輸
送
さ
れ
、「
決
戦
場
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
」
へ
輸
送

さ
れ
た
の
は
昭
和
十
八
年
五
月
末
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
陸
海

軍
の
柱
と
も
頼
む
連
合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
五
十
六
元
帥
が
、

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
上
空
で
米
軍
Ｐ38

機
に
よ
り
撃
墜
さ
れ
、
戦

没
さ
れ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
も
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
戦
局
も
、
米
濠
連
合
軍
に
押
さ
れ
気
味
で
あ
っ
た
時
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
「
決
戦
場
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
」
と
記
し
た
の
で

あ
る
。

潜
水
艦
内
か
ら
、
甲
板
に
出
た
時
の
空
気
の
味
は
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
潜
水
艦
か
ら
大
発
艇
に
乗
り
移
り
、
さ
ら
に

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
無
血
上
陸
。
そ
の
時
、
こ
れ
か
ら
続
く
死
闘

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
知
る
由
も
な
い
我
々
は
、
上

陸
を
小
踊
り
し
て
喜
び
あ
っ
た
。
上
陸
し
た
陸
戦
隊
員
三
〇
〇

人
余
り
は
、
我
々
の
先
遣
隊
が
悪
戦
苦
闘
を
続
け
て
い
る
基
地




